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 正常者では尿中燐の排泄に日内変動があり,・早朝に低ぐ正午に向って次第に増加するリズムを
 示す。4962年にGOld8mi七hらは,カルシウムをりロ分間という比較的短い時間て蕊注負
 荷し,血中のカルシウム襟度を高めてやると.このリズムが逆転する点に着目し,新しい副甲状
 腺機能検査法を発表した。著者は彼らの方法にならい,各種疾患にこの急速カルシウム負荷試験
 を応用し,副甲状腺機能検査法としての意義を検討した。
 対象および方法
 本検査は正常対照例5例の他に,以下の各種疾想50例について行なった。副甲状腺権能異常
 例は6例で,原発性副甲状腺機能亢進症1例,続発性副甲状腺機能亢進症を伴うと思われる尿細
 管性アシドーシスおよびFanconi症候群各ゴ例,特発性畠岬状腺機能低下症2例診よび術後
 性副甲状腺機能低下症r例である。尿路結石症は12例につき検査を行なった。副甲状腺以外の
 内分泌疾患参よび骨変化や電解質代謝障害の認められたその他の各種疾燈は12例で,その内訳
 は甲状腺機能亢進症2例,枯液水腫,oushing症候群,Addison病,原発性アルドステ・
 ン症,末端巨大症,多発性骨髄腫,痛風,老入性骨粗鬆症.慢性腎不全および原因不明の高カル
 シウム血症各1例である。以上総計55例が本検査の対象となった。被検者には検査前5日間卵
 むよび乳製品の摂取を控えさせた。検査は2日間にわたり,検査当日は朝食をとめ,'午前ア時に
 400㏄の水をの寸せ,午前8時に排尿,午前8時から正午首で各1時間尿を正確に採尿した。
 寸た採尿直後その都度水200㏄をの曾せ水利尿をつけた。第2日も第1日と同様に施行し,第
 マ回の採尿直後すなわち午前9時に,2%塩化カルシウム25㏄を10分間かけてゆっくり静注
 した。各1時間尿中の燐むよびクレアチニン確度を測定し,これを尿中クレアチニン濃度に対す
 る尿中燐濃度の比Up/Ucrとして比較した。な凝午前8時から正午菩での4時間にむける各畦
 間尿は腎それぞれperiodG,1,2および5として標示した。
 結果と考按
 (1)燐排泄の8POntaneOu8rhy七hm。大部分の例で時間と共に増加する1,ズムを示し
 たが.中には増加の・」ズムが明瞭でない例もあった。特にGFRが25㏄/min以下に低下して
 いたFanconi症候群,多発性骨髄腫,慢性腎不全の5症例では,いずれもリズムが平低であ
 った。副甲状腺機能低下症5例のうち1例は減少のリズムを示し,1例は平低の経過を示し,残
 りの1例は治療前後5回の検査でいずれも一定のリズムを示さなかった。末端巨大症の1例と・
 原因不明の高カルシウム血症で副腎皮質ステ・イドび)投与により血清カルシウムの正常化をみた
 例では,時間とともに減少するゆズムを示した。
 (2)カルシウム負荷の効果。正常倒5例ではカルシウム負荷後リズムが逆転した。副甲状腺々
 腫によった原発性副甲状腺機能亢進症の例で1=〔カルシウム負荷後減少のリズムがみられたが,こ
 の例は尿細管降害を伴っていた上,5pOn七aneou8rhy切1mを確認していなかったため,
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 カルシウム負荷の効果とみなすべきか否かは不明であった。尿細管性アシドーシスおよびFan-
 COni症候群の各1例では,カルシウム負荷の効果は認められなかつ虎。副甲状腺機能低下症5例
 でもカルシウム負荷後に明瞭な効果はみられず,'ビタミン1)2治療後に再検したづ例でも治療前
 と異なった反応は認められなかった。尿路結石症12例のうち9例ではカルシウム負荷によリリ
 ズムは速やかに逆転したが,3例では逆転が遅延し,periOd5のUp/Ucrは前値のレベル
 書で低下するに至らなかった。しかしその中1例はその後再検して,第2回目に正常の結果が得
 られた。その他の各種疾憲のうち,負荷前のリズムが正常であった10例では,多発性骨髄腫の
 例を除きカルシウム負荷後リズムが逆転した。しかし甲状腺機能亢進症の1例ではperiod5
 でも前値のレベルに達しなかった。多発性骨髄種ではカルシウム負荷前後で尿中燐排泄のpat加
 ernに変化は認められなかったが,これは著明な腎機能低下(σFRa5㏄/min)のためと思わ
 れた。以上、尿中燐排泄のリズムに対してカルシウム負荷による反応が認められた24例のうち,
 periOd2寮での間に前値のレベルに減少したのはゴ8例であり,periOd5では更に3例
 ふえたが,尿路結石症2例沿よび甲状腺機能亢進症1例では,period5でもなか負荷前のレ
 ベルに達しなかった。Gold8mi七hらはカルシウム負荷にcalci皿mglucoheptonate
 を使用して本検査を行なった結果から,perlOd2警でに前値のレベルに減少した場合を正常
 と見なしているが,著者の成績から判断すれば,塩化カルシウムを使用した場合,尿中燐排泄が
 period.3において前値以下に減少すれば正常と見なしてよいと考えられる。
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 (D正常例5例と各種疾患50例について,GOld8mithらの方法により急速カルシウム負
 荷試験を施行した。カルシウム負荷には2%塊化カルシウム25㏄を使用した。
 (2)尿細管性アシドーシス1例,FancOni症候群1例,副甲状腺機能低下症5例および腎
 機能低下の著るしい多発性骨髄腫・て例では,尿中燐排潅のリズムに及ぼすカルシウム負荷の影響
 は認められ左かつた。
 ⑥24例でカルシウム負荷に、より尿中燐排泄のリズムに反応が認められたが,その中の甲状
 腺機能亢進症1例および尿路結石症2例では反応が遅延してあらわれた。
 (4)末端巨大症1例および原因不明の高カルシウム血症のため副腎皮質ステ・イド投与中の1
 例では,カルシウム負荷前のりぢムが正常とは逆に減少のリズムを示した。副甲状腺々腫による
 原発性副甲状腺機能亢進症の1例では,尿細管障害を伴っていたために,カルシウム負荷の効果
 を判断することが困難であった。
 (5)カルシウム負荷に塩化カルシウムを使用した場合には,尿中楼排泄が負荷後5時間目の尿
 で負荷前のレベル以下に減少すれば正常と見なしてよいと思われた。
 (ω本検査は,その成績の判定に腎機能に対する考慮を要し,他の機能検査と綜合して用いら
 れるべきものではあるが,術式が比較的簡単で,厳しい食餌制限を要せ・す,患者に対する負担も
 少ない点から,副甲状腺機能検査法として臨床的に充分有用と考えられる。
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 審査結果の要旨
 正常老にカルシウムを点滴静注すると,尿中の燐の排泄が減少するが,これは副甲状腺を介し
 て寿こるとみ左されている。この現象を副甲状腺機能検査に利用しようとする試みがあ餌これ
 までHowarαによって始められた方法が,一般的に応用されて来た。現在,副甲状腺ホルモン
 の測定を臨床的に応用することが困難であるため,上にあげたカルシウム負荷試験は,副甲状腺
 機能検査法として,な寿次ぐことが出来左》bしかし,従来のHoward試験は,食餌制限,点
 滴の時間,蓄尿の方法等に関して幾つかの難点があり,必ずしも容易左検査法では看かった。
 これに対し,1.962年に,Gold8mithらは,新しいカルシウム負荷試験を考案した。こ
 れは,正常者にみられる早朝から正午にかけて次第に増加する尿中燐排泄の日内変動のリ'ズムが
 10分間という比較的短い時間のカルシウム負荷によウ逆転する事実を利用したものであ蛎厳
 しい食餌制限を必要とし左い点,点滴と蓄尿の時間が比較的短い点等,Howardの方法にぐら
 ぺて簡便である。
 著者は,この急速カルシウム負荷試験を,正常例を含め各種疾患例35例について施行し,本
 検査の意義を検討した。左診7〔}01d,8mi七hらはカルシウム負荷にea■ciu皿9■uco一
 且op七Gnatoを使用したが,著者は2%塩化カルシウム25CCを但朝した。
 その結果,本検査は,他の機能検査と綜合して用いられるべきものではあるが,新しい副甲状1
 腺機能検査法として臨床的に充分有用であり,また簡便さの点で,Howard.の方法にくらべす:
 ぐれている事がわかった。さらに次の事実があきらかに左つた。即ち,カルシウム負荷の効果を,
 肇」断ずるにあたり,〔}o■dBmithらは,尿中燐排泄が負荷後2時…間日の尿で負荷前のレベル以i
 下に減少した場合を正常とみたしたが,塩化カルシウムを使用した著者の成績から,負荷後5時『
 間日の尿で負荷前のレベル以下に減少すれぱ正常とみたして良いと思われること,本検査は腎機、
 能に対する考慮が必要であり,特に尿細管瞳害を伴った症例ては,結果の判定が困難であること輯
 骨異常を伴フ丘い,副甲状線機能亢進症と鑑別すべき2～3の疾患にむいても応用可能であること,i
 ステ・イド投与中の症例では,結果の判定に際し特に慎重を要すること,末端肥大症,クッシン
 グ症候群ではコその疾患に特徴的と思われる結果が得られたこと等である。
 以上の成績は,この新しい副甲状腺機能検査法を応用する際に必要左条件をあきらかにしたと
 共に,2～3の疾患に於ては,本検査が副甲状腺機能検査以外の目的に応用されうる可能性を示1
 唆するものである。
 以上,本論文は副甲状腺の臨床に寄与ナる所が少左からず,学位を授一与するに値すると認める。,
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